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市の概要 ～広島市ってこんなまち～

■ 人口 1,180,787人 （２０政令市中第１０位）
（平成２４年８月１日推計人口）

■ 面積 905.41 ㎢ （２０政令市中第４位）
（平成２３年年１０月１日現在）

■ 気象 平均気温１６．２℃ 年間降水量１,５０２ｍｍ

いわゆる「瀬戸内気候区」に属している。

１

明治２２年 市制施行

昭和２０年 原子爆弾により壊滅

昭和２４年 「広島平和記念都市建設法」公布

昭和５５年 政令指定都市広島誕生

昭和６０年 人口１００万人突破

平成元年 市制施行１００周年

平成 ６年 第１２回アジア競技大会広島開催

平成１７年 湯来町編入合併

平成２１年 （新）広島市民球場開設

平成２２年 政令指定都市移行３０周年

平成２３年 松井市長就任

略年表

ロケーション

広島市

太田川デルタ



不動院金堂（国宝）

湯来ロッジ

広島ビッグアーチ

魅力ある観光資源 ～広島市ってこんなまち～

広島市現代美術館

平和記念公園

２

MAZDA Zoom-Zoomスタジアム 広島
広島城



春

四季折々のイベント ～広島市ってこんなまち～

３

春 夏

冬 秋

広島フラワーフェスティバル

広島夢みなとまつり

ひろしまフードフェスティバル広島ドリミネーション



観光動向 ～広島市ってこんなまち～

原爆ドーム

厳島神社（廿日市市）

■ 入込観光客数 1,067万3,000人（うち外国人観光客27万7,000人） （平成２３年）

７年連続で1,000万人を上回り過去最高 外国人観光客数は東日本大震災の影響により減少

４厳島神社（廿日市市）

原爆ドーム
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■ 広島の特産品で特に優れた食品・工芸品等を認定し、全国に向けてＰＲ

平成１９年度に創設し、現在、６２品を認定

〔農水産物〕

〔酒〕

〔加工品・惣菜〕 〔調味料〕

〔菓子〕

味わいの一品 匠の銘品

ザ・広島ブランド ～広島市ってこんなまち～

５



誰もが「生きることの素晴らしさ」を
心と体で実感できる「まち」

実現のための三つの要素

「活力とにぎわい」

市民が世界に 誇れる 「まち」

目指すべき「まち」の姿

市政推進に当たっての基本コンセプト～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

６

「ワーク・ライフ・バランス」

「平和への思いの共有」



まずは土台づくりから ～土台は「活力とにぎわい」～

地域経済の持続的な発展により実現

７

モノ

・雇用・所得の創出

・企業の生産性向上

市民サービスのため
の財源（市税）確保

循環

投資

（循環の触媒として地域資源を積極的に活用）

再投資
（公共事業や市民サービス）

ヒト

カネ

市政推進に当たっての基本コンセプト～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



市民が生き生きと暮らすためのステージづくりへ

８

地域経済の活性化

市民が生き生きと暮らすことのできるステージ

「ワーク・ライフ・バランス」の実現

多様な雇用の確保

市民生活の質の向上保健・医療・福祉・教育の充実

スポーツ・文化芸術の振興

など諸施策の充実

財源確保

市政推進に当たっての基本コンセプト～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



９

被爆者の体験

平和への思い

広島は「平和の尊さ」を体現するまち

核保有国の為政者

多くの人々

広島の願いである核兵器廃絶と世界恒久平和の実現を目指して

実相に触れ共有

平和への思いの共有

引き継ぎ、共有

市 民

市政推進に当たっての基本コンセプト～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



10

目指すべき「まち」のイメージ

市政推進に当たっての基本コンセプト～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

江波

楕円形の都心づくりの推進

11



（平成23年3月事業完了）

■若草町地区市街地再開発事業

■南口Ｂブロック市街地再開発事業

■南口Ｃブロック市街地再開発事業

土地区画整理事業

■広島駅自由通路及び新幹線口

ペデストリアンデッキ

■広島市民球場

周辺地区開発

猿猴川

京橋川

紙屋町・八丁堀周辺地区との連携

二
葉
山
軸

広島駅周辺の整備

12

広
島
高
速
５
号
線

（平成21年4月オープン）

活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



江波

広島駅周辺の整備

13

活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



14

二葉の里地区及び広島駅自由通路等の整備

活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



15

活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

広島駅南口Ｂブロック市街地再開発事業



活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

16

広島駅南口Ｃブロック市街地再開発事業



■ 旧広島市民球場跡地を含む紙屋町・八丁堀地区は、広島駅周辺地区とともに、

本市の活性化を図る上で重要な拠点となる地区であり、より一層魅力を高め

ることが必要。

17

旧広島市民球場跡地の活用

市民等から広く意見を聴くため、各界各層の市民等で構
成する「旧広島市民球場跡地委員会」を設置し、長期的
な視点とまちづくりの視点から検討

若者を中心とした「にぎわい」のための場

■委員会の設置

■方向性

委員会における議論を踏まえ、平成24年度末までに

跡地の活用方策を策定

■今後の予定

活力とにぎわい ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



第26回全国菓子大博覧会・広島

開催期間：平成25年(2013年)4月19日(金)～5月12日(日)

場 所：旧広島市民球場跡地、広島県立総合体育館及びその周辺

主 催：第26回全国菓子大博覧会・広島実行委員会

(広島県菓子工業組合、広島県、広島市、広島商工会議所 外)

～世界にとどけ！笑顔をむすぶお菓子のちから～

プールサイドカフェ

お菓子のテーマ館＆

お菓子美術館

お菓子の学校

夢のお菓子ランド

かしなりくん スイーツ姫

全国お菓子バザール

全国お菓子めぐり館

マスコットキャラクター

18



ワーク・ライフ・バランス ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

19

(1)  雇用の促進等

(2)  保健・医療の充実

(3)  福祉の充実

(4) 未来を担う子どもの育成

(5) スポーツ・文化芸術の振興

(6) 安全・安心に暮らせる生活環境の整備



核兵器の廃絶と世界恒久平和の実現
～先人の築いた成果をしっかりと受け継いで～

平和への思いの共有 ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～

20

第8回平和市長会議理事会参加者

平和市長会議
加盟都市数 153か国・地域 5,296都市

2020ビジョン（核兵器廃絶のための緊急行動）
中間目標 2015年までに核兵器禁止条約を締結
最終目標 2020年までに全ての核兵器を廃絶

※2011年9月に5,000都市を突破 （2012年7月1日現在）

第8 回平和市長会議理事会の開催（2011年1１月）

◎ 財政基盤の強化など平和市長会議の今後の運営について検討する委員会の
設置を決定

【主な決定事項】

・ 「核兵器禁止条約」の交渉開始を求める市民署名活動の展開と署名の国連等への提出

・ 「核兵器のない世界」の実現を促す要請文や声明文の効果的な発信

・ 加盟都市5,000突破を記念した原爆ポスター展の開催

・ 2013年に広島で開催予定の総会への各国軍縮大使や国連関係者の招へい など



「迎える平和」の」推進 ～核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けて～

核保有国をはじめとする各国の為政者に広島に来てもらい、被爆の

実相に触れ、平和への思いを共有し、核兵器廃絶の実現に向けて
努力してもらうことが重要

為政者をはじめ、より多くの人々に広島を訪れてもらうための取組

・ＮＰＴ再検討会議等国際会議の誘致

訪れた人に被爆の実相を正しく伝えるための取組

・被爆者による証言活動に対する支援の充実

・被爆資料の収集・活用、平和記念施設の保存・整備等

折り鶴に託された平和への思いを昇華させるための取組

8月6日の平和宣言に被爆者の体験談を載せ、国内外に発信

21

平和への思いの共有 ～世界に誇れる「まち」の実現に向けて～



・一般財源収入（市税・地方交付税等）の減少
・義務的な経費（社会保障費・公債費）の増加

・４年間の累計で５８２億円の収支不足が生じる見込み

・後年度の財政負担につながる事業のあり方を見直す

ことを通じて、収支構造そのものを変えていくことが重要

・今後見込まれる多額の収支不足を解消するためには、

歳入・歳出の両面において、それぞれ適切な取組を行う

ことが必要

広島市財政の現状

財政収支見通し（平成２４年度～平成２７年度）

財政運営上の課題

～市の活性化に向けて乗り越えるべき課題～

22

「中期財政収支見通し」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～



・一般財源収入（市税・地方交付税等）の減少
・義務的な経費（社会保障費・公債費）の増加

・４年間の累計で５８２億円の収支不足が生じる見込み

・後年度の財政負担につながる事業のあり方を見直す

ことを通じて、収支構造そのものを変えていくことが重要

・今後見込まれる多額の収支不足を解消するためには、

歳入・歳出の両面において、それぞれ適切な取組を行う

ことが必要

広島市財政の現状

財政収支見通し（平成２４年度～平成２７年度）

財政運営上の課題

～市の活性化に向けて乗り越えるべき課題～

22

「中期財政収支見通し」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～



「財政運営方針」 の３つの基本方針

①持続可能な財政構造を確立する財政運営

②地域の活力を生み出す財政運営
③将来世代への責任を果たす財政運営

計画期間内の目標

①収支不足の解消

中期財政収支見通しで見込まれた収支不足（平成２４年度５１億円、平成２５年度１４５億円、

平成２６年度１６３億円、平成２７年度２２３億円、累計５８２億円）の解消を図る。

②市債残高の抑制
政令指定都市の平均を約２割上回っている市民一人当たりの市債残高について、

政令指定都市の平均水準を下回るようにする。

（１０年間で目標を達成できるよう、臨時財政対策債の残高及び減債基金積立累計額を

除いた市債残高を、今後４年間で８％減少させる。）

③財政調整基金を概ね７５億円確保（平成２７年度末）

計画期間：平成２４年度から平成２７年度までの４年間

23

「財政運営方針」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～



①収支不足の解消策

「将来世代への責任を果たす財政運営」

◎公債費負担の軽減 (２５億円)

(満期一括償還債等の可能な範囲での定時償還債への切換えなど）

◎投資的経費の縮減 (５６億円)

「持続可能な財政構造を確立する財政運営」

◎市税収入等の確保（収納率の向上） (４７億円)

◎未利用地等の売却促進・市有資産の有効活用 (６３億円)

◎基金の活用（土地開発基金の取崩し） （２７億円）

◎行政改革推進債の発行 (６６億円)

◎人件費の削減等（組織・定数の見直し、退職手当債の発行） (１７１億円)

◎事務・事業の見直し（８０億円）

◎内部管理経費の節減（５０億円）

◎特別会計・企業会計の見直し（３４億円）

「財政運営方針」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～

24



「財政運営方針」 ～世界に誇れる「まち」を実現していく財政運営～

②市債残高の抑制

③財政調整基金を概ね７５億円確保（平成２７年度末）

（単位：億円）

区　　　分
平成２４年度

（予算）
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

財政調整基金残高 55 62 69 75

臨時財政対策債残高等控除後残高とは、

市債残高総額から臨時財政対策債の残高及び減債基金積立累計額 を除いた残高

25

（単位：億円、％）

平成２４年度
（予算）

平成２３年度末
（運営方針策定時の見込み）

平成２７年度末残高
の平成２３年度比

10,522 10,706 1.7 10,778 0.7 10,815 0.3 10,268 5.3

臨時財政対策債
残高等控除後残高

7,294 7,170 ▲ 1.7 7,008 ▲ 2.3 6,853 ▲ 2.2 7,449 ▲ 8.0

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

年度末市債残高

区　　分

≪参　　考≫



■ 新たに策定した財政運営方針と世界に誇れる

「まち」の実現に向けた基本コンセプトを踏まえ、

「世界に誇れる『まち』の礎を築く予算」として編成

■ 一般会計、特別会計、企業会計の 全会計の

予算規模は、１兆１，５６４億円で 対前年度比

０．８％の減で、３年ぶりの減少

■ 一般会計の予算規模は、５，８８６億円で

対前年度比３．３％の減で、８年ぶりの減少

（単位：億円、％）

区            分 平成24年度 平成23年度 差 引 伸び率

一 般 会 計 5,886 6,084 ▲ 198 ▲ 3.3

特 別 会 計
（ １ ９ 会 計 ）

3,642 3,649 ▲ 7 ▲ 0.2

企 業 会 計
（ ３ 会 計 ）

2,036 1,929 107 5.6

合 計 11,564 11,662 ▲ 98 ▲ 0.8

一般会計歳入 ５，８８６億円

市税１，９７１億円
（３３.５％）

地方交付税３９５億円
（６．７％）

国庫支出金
１，１５９億円
（１９．７％）

市債６７８億円
（１１．５％）

その他１，６８３億円
（２８.６％）

全会計の予算規模１兆１，５６４億円

一般会計歳出 ５，８８６億円

人件費８４８億円
（１４．４％）

扶助費
１，４０６億円
（２３．９％）

公債費５８８億円
（１０．０％）

投資的経費８３４億円
（１４．１％）

その他２，２１０億円
（３７．６％）

平成２４年度当初予算 ～予算・決算等の状況～

26



■ 歳入歳出とも、平成１８年度から６年連続で増加

実質収支は、平成１５年度から９年連続で増加

■ 歳入では、市税が３年連続マイナス、

市債が臨時財政対策債の増などにより

前年度比１．２％の増

■ 歳出では、公債費が前年度比２．８％の減、

扶助費が前年度比４．５％の増

（単位：億円、％）

決算収支の推移と平成２３年度決算 ～予算・決算等の状況～

一般会計歳入 ５，８８５億円

市税１，９９９億円
（３４.０％）

地方交付税４０５億円
（６．９％）

国庫支出金
１，１３９億円
（１９．４％）

市債７２０億円
（１２．２％）

その他１，６２２億円
（２７.５％）

一般会計歳出 ５，８３５億円

人件費８４７億円
（１４．５％）

扶助費
１，３６０億円
（２３．３％）

公債費５８１億円
（１０．０％）投資的経費８３３億円

（１４．３％）

その他２，２１４億円
（３７．９％）

2,239
2,188

2,095

2,0051,970
1,918

4,000

5,000

6,000

7,000

18 19 20 21 22 23

1,000

1,500

2,000

2,500

歳入 歳出 実質収支※  実質収支とは、形式収支（＝歳入総額－歳出総額）から

翌年度に繰り越した事業に要する一般財源を差し引いたものです。

一般会計決算収支の推移（億円） （百万円）

（年度）
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11

億円

年度

■ 個人市民税１２億円の減 法人市民税１１億円の減 固定資産税１億円の減 収納率０．３ポイント改善

市税収入決算の推移 ～予算・決算等の状況～

億円 ％

354 353 354 346 347 333 322 314 313 304 304 307 303 306 318

920 941 955 927 927 915 872 853 847 799 802 813 806 809 808

262 234 218 225 210 200 226 240 241 290 288 286 198 228 217

717 651 627 599 590 574 556 534 561 609 707 720
716 668 656

2,253 2,179 2,154 2,097 2,074 2,022 1,976 1,941 1,962
2,002

2,1012,126
2,023 2,011 1,999

95.6 95.4 94.9 94.3 94.1 94.0 94.4 94.6 95.1 95.5 95.8 95.8 95.4 95.5 95.8

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

個人市民税

法人市民税

固定資産税

その他

収納率

年度
28



億円

91
90 87

72

79

106

114

123

112

110

102

143

131

0

20

40

60

80

100

120

11        12 13 14 15  16    17 18 19  20 21 22 23 年度

財政調整基金残高の推移 ～予算・決算等の状況～
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200
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600

800

1000

1200

0 

1,500 

3,000 

4,500 

6,000 

7,500 

9,000 

10,500 
億円

２３臨時財政対策債
残高等控除後残高

（左軸）

７，３８５億円

２３市債残高総額（左軸）

１０，１１３億円

50  51 52 53  54  55  56  57 58  59  60  61  62  63   1 2    3   4    5    6   7    8    9   10  11 12 13 14  15  16  17 18  19 20  21 22 23年度

一般会計市債残高の推移 ～予算・決算等の状況～

２３減債基金残高（右軸）

９７０億円

億円

30

臨時財政対策債残高等控除後残高とは、

市債残高総額から

① 臨時財政対策債の残高

② 減債基金積立累計額

を除いた市債残高



■ 実質公債費比率、将来負担比率とも基準値に達していない。

健全化判断比率の状況 ～広島市の財政の現状分析～

札幌市

仙台市

さいたま市

千葉市

横浜市

川崎市

相模原市

新潟市
静岡市

浜松市

名古屋市

京都市

大阪市

堺市

神戸市

岡山市

広島市

北九州市
福岡市

熊本市

0.0 

50.0 

100.0 

150.0 

200.0 

250.0 

300.0 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 

将
来
負
担
比
率
（
％
）

実質公債費比率（％）

政令市の健全化判断比率の分布状況（２３年度決算）
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区   分
広島市
の状況

早期
健全化
基準

財政
再生
基準

実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
11.25 20.00

連結実質
赤字比率

―
(実質赤字は

生じていない)
16.25 30.00

実質
公債費
比率

16.0 25.0 35.0

将来
負担比率 239.9 400.0
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平成13年度以降の点線（緑色）は、

臨時財政対策債を含んだ場合
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大
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開
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年度

プラス ：借入＜返済

マイナス：借入＞返済

プライマリーバランスの推移 ～広島市の財政の現状分析～

政
令
指
定
都
市
移
行(

Ｓ
５
５)

平成１１年度以降

黒字を確保

億円
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貸借対照表 （バランスシート）（平成２４年３月３１日現在）

広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

左側に「資産」、右側に「負債」と「純資産」を対照表示したもので、年度末時点で、どのような資産を

どのような財源で形成してきたかを表しています。

連結ベースの資産は、減債基金の増等により183億円の増となっています。負債は、臨時財政対策

債の増等により連結ベースで108億円の増となっています。

33

資産の部 負債の部 

 普通会計 単 体 連 結  普通会計 単 体 連 結 

公共資産 

 

投資等 

 

流動資産 

2 兆 5,612 億円 

 

3,806 億円 

 

274 億円 

3 兆 9,404 億円 

 

2,804 億円 

 

843 億円 

4 兆 2,447 億円 

 

1,603 億円 

 

970 億円 

固定負債 

流動負債 

1 兆 327 億円 

890 億円 

1 兆 6,722 億円 

1,720 億円 

1 兆 8,082 億円 

2,373 億円 

負債合計 1 兆 1,217 億円 

 

1 兆 8,442 億円 

2 兆 455 億円 

 

 

純資産の部 

 普通会計 単 体 連 結 

純資産合計 1 兆 8,475 億円 2 兆 4,609 億円 2 兆 4,565 億円 

資産合計 2 兆 9,692 億円 

 

4 兆 3,051 億円 

4 兆 5,020 億円 

 

 

負債及び 

純資産合計 
2 兆 9,692 億円 4 兆 3,051 億円 4 兆 5,020 億円 

 ※ （ ）書は前年度（22 年度）末の値、［ ］書は対前年度比較の値を記載しています。 

（4 兆 4,837 億円） 
［+183 億円］ 

（2 兆 347 億円） 
［+108 億円］ 



行政コスト計算書 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

１年間の行政活動のうち、資産形成以外の活動に要した経費と、その財源となる使用料や手数料等

の収入の関係を表しています。

連結ベースの経常費用は、子ども手当や生活保護費などの社会保障給付や国民健康保険事業等

に係る保険給付費の増等に伴う移転支出的なコストの増等により185億円の増、経常収益は、病院事

業の入院・外来収益の増等により43億円の増となっています。 34

項  目 普通会計 単 体 
連 結 

23 年度 22 年度 比較 

経常費用 4,183 億円 6,792 億円 7,958 億円 7,773 億円 ＋185 億円 

人にかかるコスト 

物にかかるコスト 

移転支出的なコスト 

その他のコスト 

890 億円 

867 億円 

2,241 億円 

185 億円 

1,233 億円 

1,316 億円 

3,796 億円 

447 億円 

1,385 億円 

1,419 億円 

4,680 億円 

474 億円 

1,373 億円 

1,373 億円 

4,533 億円 

494 億円 

＋12 億円 

＋46 億円 

＋147 億円 

△20 億円 

経常収益 220 億円 1,225 億円 1,431 億円 1,388 億円 ＋43 億円 

純経常行政コスト 

（経常費用－経常収益） 
3,963 億円 5,567 億円 6,527 億円 6,385 億円 ＋142 億円 
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広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

純資産変動計算書 （平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

資金収支計算書（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

35

バランスシートにおける純資産

（国・県や、過去及び現世代が

負担した将来返済が不要な財

産）の１年間の増減を表してい

ます。

１年間の資金の増減を「経常

的収支」、「資本的収支」、「財

務的収支」の３つに区分して表

示したもので、どのような活動に

資金が必要であったかを表して

います。

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首純資産残高 1 兆 8,331 億円 2 兆 4,370 億円 2 兆 4,488 億円 

財源の変動 

資産形成充当財源の変動 

その他の純資産の変動 

△242 億円 

＋386 億円 

 - 

△44 億円 

＋283 億円 

 - 

△28 億円 

＋104 億円 

＋1 億円 

当期変動額 ＋144 億円 ＋239 億円 ＋77 億円 

期末純資産残高 1 兆 8,475 億円 2 兆 4,609 億円 2 兆 4,565 億円 

 ※ 連結対象団体の追加に伴い、連結ベースの期首純資産残高は、22 年度の期末純資産残高と一致しません 

項   目 普通会計 単 体 連 結 

期首資金残高 175 億円 460 億円 552 億円 

経 常 的 収 支 

資 本 的 収 支 

財 務 的 収 支 

453 億円 

△542 億円 

77 億円 

1,042 億円 

△718 億円 

△241 億円 

1,138 億円 

△759 億円 

△287 億円 

当期資金収支額 △12 億円 83 億円 92 億円 

経費負担割合変更に伴う差額 - - 0 

期末資金残高 163 億円 543 億円 644 億円 

 ※ 連結対象団体の追加に伴い、連結ベースの期首資金残高は、22 年度の期末資金残高と一致しません。 
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広島市の財務書類４表 ～広島市の財政の現状分析～

市民１人あたりの状況

・ 数値は各年度末（3月31日）現在の住民基本台帳人口（23年度1,162,032人、22年度1,159,388

人）を基に算出

・ 市民１人当たりの負債額は連結で176万円であり、そのうち97万円は、主に市税により返済される。

差額79万円は、主に下水道（47万円）、広島高速道路公社（9万円）、水道（9万円）、

病院（6万円） の負債であり、主に使用料収入等により返済される。 36

 

項  目 

市民１人当たり数値 

普通会計 単 体 
連   結 

23 年度 22 年度 比 較 

貸

借

対

照

表 

資産額 256 万円 370 万円 387 万円 387 万円 - 

負債額 97 万円 159 万円 176 万円 176 万円 - 

純資産額 159 万円 211 万円 211 万円 211 万円 - 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書 

経常費用 36 万円 58 万円 68 万円 67 万円 ＋1 万円 

経常収益 2 万円 10 万円 12 万円 12 万円 - 

純経常費用 34 万円 48 万円 56 万円 55 万円 ＋1 万円 



市債購入

まちづくり

公園、道路、街路、 学校

消防署 、防災基盤整備 など

市債の紹介 ～広島市債について～

37

「市債の役割」
一時的に多額の出費を必要とする公共施設の建設などの財源確保を
図り、その返済を元利償還という形で長期間分割することにより、財政
負担を平準化し、 世代間の負担の公平性を保つことができます。

「市債の用途」
「世界に誇れるまち」を実現するための都市基盤整備や市民生活に
身近な公共施設整備などに活かされています。

「市債を購入すると」

市 債 と は

安全確実な地方債

元利償還に対
する国の
財源保障

起債

協議制度

減債基金を活
用した計画的
な負債管理

財政

再建制度

ＢＩＳ規制

リスクウエイト
０％

行財政改革の
積極的な推進
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市場公募債

（共同発行）

市場公募債

（個別発行）

銀行等引受債 政府資金等

「市場公募債の発行及び安定消化の継続」
全国型市場公募債（１０年債）を昭和５７年度から継続して発行、平成２２年度から５年債も発行

共同発行市場公募債の発行に平成１５年度から参加

流動性向上のため、年間を通じ発行を平準化、発行規模も増加

超長期債など年限の多様化も継続して検討

回号 年限 発行日 発行額
表面
利率

応募者
利回り

平成23年度
第1回

５年 H23.9.26 100億円 0.34% 0.350%

平成23年度
第2回

１０年 H23.10.25 100億円 1.00% 1.006%

平成23年度
第3回

５年 H23.12.26 100億円 0.40% 0.406%

平成23年度
第4回

１０年 H23.12.26 100億円 1.06% 1.067%

平成23年度
第5回

１０年 H24.2.27 100億円 1.01% 1.016%

平成24年度
第1回

５年 H24.10.25 100億円 0.22% 0.226%

資金調達の方針 ～政府資金等から民間資金へ～

市債発行額の推移 市債の直近の発行実績

起債運営方針 ～広島市債について～
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億円

年

度



金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.0 大 和 証 券 11.0

み ず ほ
コ ー ポ レ ー ト 銀 行

13.5 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 10.0

み ず ほ 銀 行 2.0 野 村 證 券 10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 み ず ほ 証 券 5.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

新 生 銀 行 2.0
み ず ほ
インベ スタ ーズ 証券

4.5

三 井 住 友 信 託 銀 行 0.5 岡 三 証 券 2.0

も み じ 銀 行 6.5 東 洋 証 券 1.5

広 島 信 用 金 庫 3.0 丸 三 証 券 1.0

計［９］ 50.0 計［９］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

１０年債

金 融 機 関 名 シェア 金 融 機 関 名 シェア

広 島 銀 行 19.0 大 和 証 券 11.0

み ず ほ
コ ー ポ レ ー ト 銀 行

13.5 Ｓ Ｍ Ｂ Ｃ 日 興 証 券 10.0

み ず ほ 銀 行 2.0 野 村 證 券 10.0

三 井 住 友 銀 行 2.0 み ず ほ 証 券 5.0

三 菱東 京 Ｕ ＦＪ 銀行 1.5
三菱ＵＦＪモルガン・
ス タ ン レ ー 証 券

5.0

新 生 銀 行 2.0
み ず ほ
インベ スタ ーズ 証券

4.5

三 井 住 友 信 託 銀 行 0.5 岡 三 証 券 2.0

も み じ 銀 行 6.5 東 洋 証 券 1.5

広 島 信 用 金 庫 3.0 丸 三 証 券 1.0

計［9］ 50.0 計［９］ 50.0

銀　行　団　 　証　券　団　 

５年債

市場公募債 発行年限 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月１０月１１月１２月１月 ２月 ３月 計

5年 100 100

10年 100 100 200

共同発行 10年 40 40 40 60 60 60 300

0 40 0 40 0 40 100 60 100 60 100 60 600

個別発行

合計

※単位：億円、発行額は全会計ベース（借換債含む。）

借入予定総額は１，４７６億円

うち民間資金借入予定額は１，１６２億円

（全体の７８．７％）

市場公募債の発行予定総額は６００億円

（全体の４０．７％）

うち広島市個別発行分は３００億円

（全体の２０．３％）

銀行等引受債の発行予定額は５６２億円

（全体の３８．１％）

発行計画 ～広島市債について～

平成２４年度広島市債発行計画

広島市債引受シンジケー ト団

39



【本資料に関するお問い合わせ先】

広島市財政局財政課資金係

ＴＥＬ ０８２－５０４－２０７４

ＦＡＸ ０８２－５０４－２０９９

Ｅ-ｍａｉｌ zaisei@city.hiroshima.lg.jp

ホームページ

広島市ホーム ➡ 市政全般 ➡ 広島市の概要

➡ 市の財政 ➡ 市債・投資家情報




